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地
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広
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

坂
本 

 

勤 

  

風
薫
る
新
緑
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、 

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
矢
萩
忠
孝
前
セ
ン
タ
ー
長
及
び
川
越 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
長
の
退
任
に
よ
り
、 

川
越
交
流
セ
ン
タ
ー
長
及
び
川
越
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

 

今
回
お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

業
務
は
、
ま
っ
た
く
の
未
経
験
で
戸
惑
い
も
あ
り 

ま
す
が
、
地
域
の
た
め
に
お
手
伝
い
が
で
き
る
機

会
を
与
え
ら
れ
た
と
思
い
、
皆
様
方
が
気
軽
に
足 

を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
交
流
セ
ン
タ
ー
を
目
指

し
、
又
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
業
務
に
お
き 

ま
し
て
は
、
地
域
づ
く
り
計
画
が
少
し
で
も
進
む

べ
く
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
鋭
意
努
力
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
矢
萩
忠
孝
様 

同
様
に
何
卒
ご
支
援
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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川越まちづくり 
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(通算３２３号) 

 
川越地区人口 

男性 ２７１人 

女性 ３２６人 

 計 ５９７人 

世帯数 ３０４ 

高齢化率 

 ５０．７５％ 

満開の桜のもと ３月３１日にお別れ！ 

昭和６年に開業した川越駅は８７年、昭和２４年に開業

した田津・鹿賀の両駅は６９年の歴史を３月３１日に閉じ

ました。当日は三江線沿線で盛大な見送りが行われ、地域

住民が三江線との名残を惜しみました。 

 そして、「ありがとう三江線」などと書かれた横断幕や

プラカードなどを持った、沿線での見送り風景と、各駅で

の見送り風景とが新聞・テレビで報道され、私たちの記憶

に残りました。当日は、桜の満開に加え、日本晴れと満月

が重なった日でした。 

 

田津自治会（田津駅周辺） 

渡自治会（坂本踏切） 

渡田自治会（川越停留所） 

鹿賀自治会（鹿賀駅） 

沿線の各自治会では、横断幕など様々な企画をし、三江線が通

過するたびに手を振り最後の日を惜しんでいました。 

最終便 

４月１日 

３月３１日に廃止された三江線に代わる代替バス石見交通「江
津川本線」の出発記念式が、４月１日の１１時から江津市のシ
ビックセンターゾーンでありました。 

 出発記念式は、沿線の関係団体の代表者などが出席して行わ
れ、市長あいさつ、来賓祝辞、テープカット、花束贈呈などが
行われました。 

 閉会後は、参加者の大部分が済生会病院１１時２６分発の川本
行き第３便に乗り、バスを利用しました。   

 今年度最初の読書会が交流センターで行わ

れ、小学校を卒業する２名の６年生を送る会

も同時に開催されました。課題図書の読み聞

かせをしていただいた後、みんなで寄せ書き

をした色紙の贈呈がありました。最後に軽食

をとり散会しました。中学校での活躍が楽し

みです。 

４月から新１年生になる２名も参加して、賑

やかな読書会でした。 

4 月７日 

 
  ケーキ 

美味しかった 

 ねー♪♪ 新1年生は自己紹介 

しました♪ 



平
成
30
年
度 

   

４
月
24
日
、
川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会 

が
開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
の
報
告
、
平
成
30
年

度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
（
案
）
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
役
員
改
選 

が
あ
り
、
新
役
員
で
30
年
度
が 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

  

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
会
長
】 

 
 

 

中
村 

征
雄
（
鹿
賀
自
治
会
長
） 

【
副
会
長
】 

 
 

 

高
畑 

英
樹 

 
 

 

原
田
ミ
ヤ
子 

【
相
談
役
】 

 
 

 

藤
田 

 

厚 

【
部
長
】 

 
 

 

小
林 

 

勉
（
地
域
振
興
部
） 

 
 

 

小
松 

隆
司
（
健
康
福
祉
部
・
渡
田
自
治
会
長
） 

 
 

 

三
浦
紗
枝
子
（
教
育
文
化
部
） 

 
 

 

未 
 

 

定
（
環
境
整
備
部
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
後
日
、
部
会
に
て
決
定 

 
 

 

坂
根 

隆
弘
（
防
災
安
全
部
） 

【
理
事
】 

 
 

 

伊
達 

正
博
（
渡 

自
治
会
長
） 

 
 

 

河
崎 

敏
文
（
田
津
自
治
会
長
） 

 
 

 

帯
刀 

昇
三
（
下
大
貫
自
治
会
長
） 

 
 

 

甲
山 

浩
司
（
上
大
貫
自
治
会
長
） 

 
 

 

階
本 

誠
一
（
坂
本
自
治
会
長
） 

【
監
査
】 

 
 

 

坂
根 

直
幸 

 
 

 

山
中 

稔
彦 

【
事
務
局
】 

 
 

 

坂
本 

 

勤
（
交
流
セ
ン
タ
ー
長
と
兼
務
） 

 
 

 

井
下 

則
子
（
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
兼
務
） 

 

                                        

 
 

 
 

香
典
返
し
お
礼 

  

川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ 

 
 

石
橋 

均
様
（
故 

石
橋
貞
子
様
） 

  
 

酒
井 

力
様
（
故 

酒
井
政
子
様
） 

  

御
厚
志
に
対
し
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ 

ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
故
人
の
御
冥
福
を 

お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 

          

腕
組
み
し
会
議
に
出
て
も
聞
い
て
な
い 

 

小
松 

健
治 

腕
時
計
亡
父

ち

ち

の
鼓
動
を
聞
く
よ
う
に 

 
 

山
藤 

照
恵 

わ
が
町
に
住
ん
で
人
情
人
が
好
き 

 
 

 

高
橋 

麗
子 

三
江
線
消
え
て
住
む
町
過
疎
と
な
り 

 

小
笠
原
か
お
る 

ひ
な
祭
り
蕾
も
か
た
い
桃
の
花 

 
 

 

左
右
田
千
代
子 

迷
っ
た
ら
雲
の
流
れ
に
つ
い
て
い
く 

 
 

尾
原
美
和
子 

春
の
雲
追
っ
て
戻
ら
ぬ
猫
の
恋 

 
 
 

 

井
上 

松
美 

晩
酌
で
雲
行
き
変
る
ヤ
ジ
ロ
ベ
イ 

 
 

 

佐
藤 

泰
子 

三
寒
四
温
雲
の
流
れ
に
添
っ
て
春 

 
 

 

楸 
 

清
子 

ひ
と
言
が
光
る
あ
な
た
の
影
を
追
う 

 
 

高
橋
久
美
子 

住
む
家
族
あ
り
て
多
く
の
笑
い
あ
り 

 
 

窪
田
キ
ミ
エ 

旅
も
好
き
住
み
慣
れ
た
地
が
も
っ
と
好
き 

原
田
ミ
ツ
ヨ 

三
江
線
水
の
国
も
終
る
三
月 

 
 
 
 

 

横
田 

純
枝 

三
月
は
喜
々
交
々
と
走
り
出
す 

 
 
 

 

中
島 

栄
子 

吹
く
風
に
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
母
の
意
地 

 

山
崎
ヤ
エ
コ 

上
り
坂
越
え
て
ぽ
っ
か
り
白
い
雲 

 
 

 

平
田
千
恵
子 

三
月
の
雲
は
ほ
ど
良
く
夕
焼
け
る 

 
 

 

船
津 

重
信 

 

                  
 

毎
年
５
月
の
連
休
に
恒
例
と
な
っ
て
お
り 

 
 

ま
し
た
「
水
の
市
」
は
、
水
の
国
が
３
月 

末
で
休
館
と
な
り
ま
し
た
の
で
中
止
と
な 

り
ま
し
た
。 

 

２８ ２７ ２４ ２１ １９ １７ １５ １４ １２ １１  ７ 

月 日 木 月 土 木 火 月 土 金  月 

絵
画
ク
ラ
ブ 

 

午
後
10
時
～ 

安
心
ひ
ろ
ば 

江
津
市
長
・市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
（ポ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

午
前
９
時
45
分
～ 

安
心
ひ
ろ
ば 

大
正
琴
練
習 

 

午
後
２
時
～ 

ま
め
な
く
ん
体
操 

 

午
後
１
時
半
～ 

絵
て
が
み
教
室 

 

午
後
１
時
半
～ 

安
心
ひ
ろ
ば 

川
柳
教
室 

 

午
後
１
時
半
～ 

院
展
（～
６/

３
ま
で
） 

手
芸
の
会 

 

午
前
10
時
～ 

古
文
書
に
親
し
む
会 

 

午
後
１
時
半
～ 

安
心
ひ
ろ
ば 

 
 

五
月
の
川
柳
句
会
の
ご
案
内 

 
 
 
 

日
時 

 

五
月
十
二
日(

土) 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

午
後
一
時
半
～ 

 
 
 
 

場
所 

 

川
越
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

《 

課
題 

》
置
く
・
左
・
投
げ
る
・カ
ラ
ス 

好
き
・
つ
れ
づ
れ 

（
各 

二
句
） 

お知らせ 

日本晴れの４月１０日の午前に、地域の人々や保護者の参加の下
に桜江小学校の入学式が行われ、可愛らしい新１年２０人が入学し

ました。入学者呼名に可愛いらしい声で返事をしたあと、校長先生
から「お早うと元気に挨拶しよう」「ありがとうと言える１年生に

なろう」などの励ましの言葉がありました。児童代表のお迎えの言
葉の後、校歌を歌って入学式を終わりました。なお、今年度の全校

生徒は１１０人とのことです。  川越地区の新入生は下記のとお
りです。 

☆森下富結来くん（鹿賀） 

☆階本綾乃さん（坂本） 

日本晴れの４月１０日の午後、桜江中学の入学式が行われ、地域

の人々と保護者の参加の下、希望に胸を膨らませた１３人が入学し

ました。新入生の誓いの言葉のあと、校長先生から「夢を持って努

力しよう、人生は自分で獲得しよう、一日一日を一生懸命に」など

の励ましの言葉があり、在校生の歓迎の言葉のあと、校歌を斉唱し

て入学式を終わりました。なお３０年度の全校生徒は４９人です。          

川越地区の入学生は下記のとおり。               

☆坂根遙太さん（下大貫） 

☆山藤光葉さん（渡） 

開催期日：5/12（土）～6/3（日） 

開催場所：今井美術館（桜江町川戸） 

開館時間：午前 10 時～午後 4 時（会期中無休） 

入館料金：一般 1200 円（前売 1000 円） 

      学生及び 18 歳未満無料 

      身障者手帳保持者ご本人様無料 

初日：12 日（土）出品作家ら本人によるギャラリー 

   トーク開催。午前 10：30～（予定） 

毎回好評の桜江婦人会バザーが今年も出店されます。 

川越婦人会の日程は、次のとおりです。 

5/13（日）、18（金）、22（火）、26（土） 

 30（水） 

都合が合えば、日程に合わせお出かけください 

総会の様子 


